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行　政

防災意識を高めるためにさまざまな訓練を実施９月９日／宗像市総合防災訓練

　市全域で実施した同訓練には、市民、コミュニティ自主防災組織、
自治会自主防災組織、市内小中学校（教員、児童、生徒）合わせて
13,762人が参加しました。Ｍ7.3の地震が発生し、津波への警戒が
あったと想定し、防災メールやエリアメールなどを使用した広報で
訓練開始。今年は日の里地区がメーン会場となり、住民避難訓練、
資機材取り扱い訓練や、宗像地区消防本部の初期消火訓練、応急処
置訓練、火災時の煙体験などが行われました。
　自衛隊の炊き出し訓練では、水で作れて災害時にも役立つ「アル
ファ米」を使ったカレーライスが振る舞われました。市内小学校では、
保護者への児童引き渡し訓練も行われ、子どもから大人まで防災を
体験できた一日となりました。市では今後も地域と協力しながら防
災意識を高め、防災・減災対策を推進していきます。 マンホールトイレ設置訓練の様子
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ミサイルが落下する可能性がある場合の対応

①ミサイルが発射され万が一、日本に影響を
及ぼすと国が判断した場合、数秒で国から

「Ｊアラート」での情報伝達が行われ、携
帯電話などへ緊急速報メール（ソフトバン
ク、ＫＤＤＩ）、エリアメール（ドコモ）
として配信されます（左図参照）

＊ＳＩＭフリースマートフォンなど、一部の
携帯電話では受信できない場合がありま
す。その場合は、スマートフォンアプリの

　万が一、ミサイルが近くに落下した場合に
は、爆風や熱から身を守る必要があります。
屋内へ速やかに避難してください。
①屋外にいた場合の対処方法
▽可能な限り建物の中、または地下に避難し

てください

　弾頭の種類に応じて被害の及ぶ範囲などが
異なりますが、次のように行動してください。
▽屋外にいる場合は、口と鼻をハンカチで覆

いながら、現場から直ちに離れ、密閉性の

「Ｙａｈｏｏ！防災速報」などの防災情報
アプリでも受信することができるので、あ
らかじめアプリのダウンロードをしてくだ
さい

②テレビ、ラジオでの緊急速報の配信と、宗
像市でも、緊急情報伝達システムでのメー
ル、ＦＡＸ、防災行政無線などの手段で市
民のみなさんへ必要な情報をお知らせしま
す

▽周囲に避難する建物や場所がない場合は、
物陰に身を隠すか、頭部を守って地面に伏
せてください

②屋内にいた場合の対処方法
▽窓や扉から離れ、可能であれば窓の無い部

屋へ移動し、頭部を守って伏せてください

高い屋内の部屋または風上に避難してくだ
さい

▽屋内にいる場合は、換気扇を止め、窓を閉
め、目張りをして室内を密閉してください

　北朝鮮によるミサイルの発射や核実験の実施など、朝鮮半島における緊張感が高まっています。北朝鮮からミサイルが発射
された場合、極めて短時間で日本に飛来することが予想されます。市民のみなさんも日頃から政府や自治体が配信する情報に
十分に注意し、備えと冷静な対応をお願いします。

■問い合わせ先　地域安全課　☎（36）5050

Ｊアラート（全国瞬時警報システム）とは

　弾道ミサイル情報、津波警報、緊急地震速報
など、対処に時間的余裕のない事態に関する情
報を国 (内閣官房・気象庁から消防庁を経由)
から送信し、市町村防災行政無線(同報系)等を
自動起動することにより、国から住民まで緊急
情報を瞬時に伝達するシステムです。

特別なサイレン音について

　「Jアラート」での警報が発令された時、
市内の防災無線のスピーカーでメッセージ
と共に流れる音です。
＊携帯電話、スマホへのミサイル発射に伴
う緊急速報メール、エリアメールは特別
なサイレン音ではなく、避難情報や津波
などに関するものと同じ着信音です

【Ｊアラートが配信される流れ】

　Jアラートや避難に関する詳細は
「内閣官房国民保護ポータルサイト」
ＨＰ http://www.kokuminhogo.go.jp/
で確認を

      同サイトQRコード

緊急時の情報伝達について

「Ｊアラート」による警報が発令された場合の対応

近くにミサイルが着弾した場合の対応

新たな
取り組みの紹介

　熊本地震を教訓に、車
中泊者の支援訓練を実施
しました。日本赤十字九
州国際看護大学が車中泊
避難者へ健康相談やエコ
ノミー症候群などの予防
を啓発。また、地域の防
災士が避難者と一緒にプ
ライベートテントやマン
ホールトイレの設置を行
いました。

■問い合わせ先　地域安全課　☎（36）5050

＊発射情報は地域ごとに配信さ
れるため、全ての情報が配信
されるものではありません


